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第3章　まとめ

3.1．竹富島における文化資産マネジメント

本著では、沖縄県・竹富島という一事例ではあるが、ひとつの地域社会とし

ての空間的、社会的構造を明確にもつ地域を研究事例地とすることで、地域社

会が持続的に発展する構造を明らかにするため、その構成要素として地域社会

の「主体」、「システム」、そして地域総体であり、資源価値を有する「文化

資産」によって捉え、さらに地域社会の営みについて民間セクターの活動を表

す「仕事」と公共セクターにおける「役割」とで各要素の関係性について言及

してきた。

現在の竹富島では、ツーリズム関連業が基幹産業となるなど、ツーリズムと

の関係構築が地域社会の発展にとって命題となっている。近代から現代にかけ

ての地域社会の環境条件の変化に伴い、民間セクターでは「仕事」を転換させ

ることでツーリズムインパクトの経済的な効果を受容する「システム」を構築

してきた。また、外部地域との異文化交流を展開させることで、自らが持つ文

化資産の資源価値を顕在化させてきたのは、公共セクターであった。

従来の地域社会の「主体」の形成構造としては、ほぼすべての地域住民が地

域内での生活者として民間セクターの一員であると同時に、地域内で人生を送

る上でなんらかの「役割」を担うことで公共セクターでの務めを果たすことか

ら、双方の取り組みは相互に連関し発展していた。また「文化資産」は、その

ような地域社会の「システム」から生み出され、「仕事」において生かされる

ことで継承されてきた。その「文化資産」は、竹富島の自然環境を背景とした

地域社会の「主体」による「システム」構築と運用のための営みの成果であ

り、まさに地域総体であった。

しかし現在は、かつての空間的、人為的に地域社会と外部地域とを隔ててい

た障害が大きく取り除かれている中で、ツーリズムの観光関連産業による傾斜

した活用が先行しているなかで、これまでの「仕事」や「役割」といった地域

社会の「主体」と「システム」の形成に関係してきた社会的な要素に関して、

必ずしも連続性をもって現在の地域社会で継承されているとは言いがたい。す
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なわち、現在の地域社会にとっては、自らが有する文化資産を持続的な発展の

ために有効にマネジメントすることが課題である。言い換えれば、地域社会は

文化資産マネジメントをすることで、地域社会を自律的に経営し、持続的に発

展させることが可能といえる。
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3.2．ツーリズムを機軸とした文化資産マネジメントの可能性

本著では、沖縄県・竹富島を事例対象地とすることで、地域社会を空間的、社

会的に明確に捉えることができる地域を取り上げたが、特に、高坂（2008）や 

川勝（1997）が主張する「海洋国家」の特質をもつ、大陸や主島に近接し海洋

に囲まれた島であることを対象地選定の大きな理由とした。その上で、竹富島

の地域社会の独立性や自律性について着目すると同時に、特にツーリズムによ

る外部地域との影響関係についても言及した。

そこで竹富島では、地域社会による地域外部からの影響を活用した取り組み

が行われてきたことが分かった。歴史的に経験した外部地域からの影響に対し、

地域社会の黎明期から現代まで地域社会としての連続性がみられることから、

単に受動的に社会変容したとは考えられない。むしろ、特に民間セクターを中

心に、従前の考え方や制度が住民の生活の中で継承され、地域社会が自律的に

環境条件に適応することで新たな公共セクターを構築したと捉えることができ

る。本著の序章で定義したとおり、ツーリズムとは、目的とする地域、交通条

件、発地における社会条件という変数によって表される社会現象である。現代

の地域社会が、その運営、発展において、交流や観光といったツーリズムから

の効果を活用するためには、外部地域がそれを行う動機や方法といった要件へ

の対応が必要であり、そのためには自律的な社会構造の変革が重要であること

が分かった。以上から竹富島における事例研究では、地域社会による自律的な

応の仕組みを捉えることが出来たと言える。

ツーリズムの活用の原型といえる外部からのインパクトにおける地域社会の適

しかしその竹富島において、地域社会を構成する「主体」、「システム」、

「文化資産」との関係性に生じた不整合への対応が、地域社会の抱える課題で

あった。その課題解決の道筋としては、文化資産を用いることで、地域総体と

しての特質に着目した公共セクターにおける地域社会発展の将来ヴィジョンの

形成と、資源としての特質に着目した民間セクターにおける観光を活用した取

り組みとを連関させることであった。そしてそのためには、地域社会の営みを

構成する「役割」と「仕事」とについて、現在の地域社会を取り巻く環境条件
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ば、ツーリズムを機軸とした文化資産マネジメントが、今後の竹富島の地域社

会を発展させる方策といえる。

このことは、他の地域社会においても、概して同様のことが言えるのではな

いだろうか。竹富島でみた外部地域における社会的な環境変化は、少なくとも

日本国内に関して言えば、同様の状況といえる地域が多くみられる。農林水産

業といった第1次産業を基盤として成立した地域では、流通のグローバル化のな

かで、産業としての発展性について課題をもっていることが多い。また、製造

加工業などの第2次産業を基盤に成立した地域おいても、同様の状況を迎えてい

る地域がみられる。そういった地域に共通する課題としては、流通のグローバ

ル化に対し自律的な仕組みへと社会構造を変革することではないだろうか。そ

の中で本著で言及してきた、ツーリズムを機軸とした文化資産マネジメント

は、有効な方策のひとつとして挙げることができる。ツーリズムは、観光をと

おした経済活動、異文化交流の機会の創出をはじめ、地域の広報機会として捉

えることもできることから、地域の第1次産業、第2次産業における生産物の流

通促進や、地域への移住者としての可能性をもったファンや支援者の獲得機会

の創出といった効果を期待できる。一方、近年見ることができる安易な観光振

興の取り組みでは、いわゆる観光三業と呼ばれる運輸業、宿泊業、旅行業のみ

の振興に偏重しがちであることから、以上のツーリズムによる地域社会として

の効果への考慮が重要である。

を踏まえ、ツーリズムを活用した社会構造の再構築が必要である。言い換えれ
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3.3．おわりに

本著では、沖縄県・竹富島を研究事例地とすることで、地域社会が持続的に

発展するため、ツーリズムを効果的に活用するための条件とはいかなるものか

を論じる上で、第1章では地域総体である文化資産を体系的に捉えることで、そ

の資源価値と課題とを明確にし、第2章では民間セクターの「仕事」と公共セク

ターの「役割」という観点から、「文化資産」と地域社会の「主体」と「シス

テム」との関係について分析を行った。最後に、竹富島における文化資産マネ

ジメントについて整理するとともに、ツーリズムを機軸とした地域社会の発展

方策の有効性について言及した。

大交流時代（石森　2008）といわれる現代において、地域社会が持続的に発

展するためにツーリズムを機軸とした仕組みをいかに構築するべきかは、多く

の地域にとって大きな課題となっている。しかし、自然環境、歴史、地域社会

の規模、民族、主な生業といった地域特性が違う地域においては、竹富島を対

象地として論じた方法論が、必ずしも適合するとは限らない。また、それぞれ

の地域における地域特性に応じて、地域社会の成立条件を付加することも必要

となるであろう。

また本著では、ツーリズムを機軸とした地域社会の発展の有効性に関して、

理論構築をすることが主な目的であった。これを地域において実現するために

は、社会構造の変革のための方策に関し、ツーリズムと地域の既存産業との連

携、文化資産の再創造につながる社会的仕掛けづくり、地域社会がツーリズム

効果を最大化する方策、ツーリズムを活用した文化資産の活用方策、地域間交

流を促進するための仕掛けづくりといったテーマについての実践的研究が必要

であると言える。そのためには、持続的な地域社会の発展における変革とはい

かなるものか、またその際に機軸として挙げられるツーリズムと地域社会との

関係性についての理論化が待たれる。今後は、地域総体である文化資産、ツー

リズムの形態、地域特性や地域社会を取り巻く環境条件といった観点において

相異点をもつ地域を事例対象地とした研究を重ねることで、それらのニーズに

寄与していきたい。
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